
勉
学
の
秋

　
記
録
的
な
猛
暑
だ
っ
た
夏
が
過

ぎ
季
節
は
よ
う
や
く
秋
。
一
年
の

う
ち
で
最
も
過
ご
し
や
す
い
季
節

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
読
書
の
秋
、

行
楽
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸

術
の
秋
、
そ
し
て
味
覚
の
秋
な
ど

様
々
な
言
葉
が
冠
さ
れ
ま
す
。

　
秋
は
学
会
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
っ
て
、
街
の
医
院
に
「
学
会

の
た
め
休
診
」
の
貼
紙
を
よ
く
見

掛
け
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　
当
院
の
副
院
長
は
、
予
防
歯
科

学
の
実
地
研
修
の
た
め
9
月
末
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
マ
ル
メ
大
学
に

出
張
し
ま
す
。
研
修
の
成
果
は
次

号
で
報
告
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ま
さ
に
勉
学
の
秋
を
実
感
さ

せ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

識

　
先
回
、
生
体
は
活
性
酸
素
か
ら

身
体
を
守
る
防
護
機
構
を
備
え
て

い
る
の
で
必
ず
し
も
恐
れ
る
こ
と

は
な
い
と
書
き
ま
し
た
が
、
活
性

酸
素
の
過
剰
な
生
成
や
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
場
所
で
の
生
成
は
、

生
成
と
消
去
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

結
果
と
し
て
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
が

生
体
内
の
分
子
に
損
傷
を
与
え
て

色
々
な
病
気
を
誘
発
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
「
生
体
の
酸
化
反
応
と

抗
酸
化
反
応
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

酸
化
に
傾
い
た
状
態
」
を
酸
化
ス

ト
レ
ス
と
い
い
、
こ
の
酸
化
ス
ト

レ
ス
を
防
ぐ
の
が
抗
酸
化
物
質
で

す
。

　
生
体
の
防
御
機
構
に
は
、
（
１
）

活
性
酸
素
の
発
生
を
抑
制
す
る
（
２
）

発
生
し
た
活
性
酸
素
を
安
定
化
さ

せ
る
（
３
）
損
傷
を
受
け
た
分
子

を
修
復
・
再
生
さ
せ
る
、
の
３
段

階
の
仕
組
み
が
備
わ
っ
て
お
り
、

各
段
階
で
抗
酸
化
物
質
が
酵
素
と

し
て
活
躍
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
抗
酸
化
物
質
は
体

内
で
分
泌
さ
れ
る
他
に
、
食
物
と

し
て
も
摂
取
さ
れ
ま
す
。
食
品
中

の
抗
酸
化
物
質
と
し
て
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
・
Ｂ
２
、
β
カ
ロ
テ

ン（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
）な
ど
の
ビ
タ
ミ

ン
類
、
セ
レ
ン
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど

の
ミ
ネ
ラ
ル
類
、
そ
の
他
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
、
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
、
コ

エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
抗
酸
化
食
物
の
代
表
は
緑
黄
色

野
菜
で
す
が
、
最
近
は
人
工
肥
料

な
ど
の
乱
用
で
土
地
が
痩
せ
た
り
、

露
地
物
野
菜
が
少
な
く
な
っ
て
、

必
要
な
成
分（
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
）の
量
が
十
分
で
な
い
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

不
足
を
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
補
う
と

い
う
考
え
方
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

   

│
抗
酸
化
物
質

歯
の
豆
知
識

ご
あ
い
さ
つ

「
リ
ム
ー
ブ
後
の
検
査
」

今
号
は
、
治
療
の
変
化
に
伴
う
当
院
で
行
う
検
査
と

リ
テ
ー
ナ
ー
期
間
中
の
虫
歯
と
歯
周
病
予
防
に
対
す

る
検
査
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

ヒ
ル
マ
ト
キ
オ
の 　
　

と
ひ
と
息

ホ
ッ
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■Ｘ線写真撮影

●頭部Ｘ線規格写真（セファロ）
側面（側貌）と正面（正貌）の撮影を行ないます。特に側面の
セファロでは初診のセファロとリムーブ時のセファロを重ね合
わせる事によって治療前後の変化がよく分かります。
●パノラマＸ線写真
歯根のパラレリングや顎関節の治療前後の変化を確認するため
に撮影します。
●デンタルＸ線写真
歯一本一本の状態を確認するためのX線写真です。矯正治療中
に発生した虫歯や歯槽骨の吸収があれば確認する事が出来ます。
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■写真撮影

　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
学
会

　
日
本
抗
加
齢
医
学
会
（
通
称
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
学
会
）
に
出
席
す

る
た
め
京
都
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
抗
加
齢
医
学
会
は
、
従
来
の
内
科

や
外
科
、
歯
科
と
い
っ
た
診
療
科
目
別
の
学
会
や
、
糖
尿
病
や
リ
ウ
マ

チ
と
い
っ
た
疾
患
別
あ
る
い
は
腎
臓
や
泌
尿
器
な
ど
臓
器
別
の
学
会
と

異
な
り
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
目
標
の
も
と
に

集
結
し
た
学
会
な
の
で
、
会
員
は
医
師
を
は
じ
め
歯
科
医
師
、
パ
ラ
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
、
体
育
科
学
系
研
究
者
な
ど
、
横
断
的
な
分
野

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
特
長
で
す
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う

と
、
エ
ス
テ
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
化
粧
品
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
を
思
い

浮
か
べ
る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
学
会
で
論
議
さ
れ
る
内
容
は

極
め
て
学
問
的
で
、
講
師
は
第
一
線
で
活
躍
す
る
教
授
ク
ラ
ス
の
先
生

た
ち
が
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
分
野
に
お
け
る
最
先
端
の
話
を
し
ま

す
。
加
齢
を
学
問
的
に
追
究
す
る
と
究
極
は
分
子
生
物
学
に
至
る
た
め
、

臨
床
矯
正
医
に
は
理
解
を
超
え
る
部
分
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知

的
好
奇
心
が
大
い
に
刺
激
さ
れ
、
高
揚
し
た
気
持
ち
で
講
演
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。
会
員
の
７
割
が
医
師
で
歯
科
医
師
は
２
割
弱
と
い
う
、
知

り
合
い
の
ま
っ
た
く
い
な
か
っ
た
学
会
で
す
が
、
最
近
は
親
し
く
話
の

で
き
る
先
生
も
で
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
の
違
う
医
師
と
知
り
合
う
機

会
の
あ
る
こ
の
学
会
は
、
学
問
的
興
味
は
も
と
よ
り
新
し
い
人
的
交
流

の
楽
し
さ
も
あ
っ
て
、
早
く
も
来
年
の
総
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
る
ま
だ
よ
り
」
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
連
載
し
て
い
る
の
は
、

抗
加
齢
に
歯
科
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
、
口
の
中
と
全
身
状
態

は
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
き
た

か
ら
で
す
が
、
「
紺
屋
の
白
袴
」
で
、
己
の
反
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な

生
活
態
度
に
、
い
さ
さ
か
欺
瞞
と
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

X線写真にトレース用紙
を貼り、外形線をなぞり
ます。写真はトレースし
た側面セファロ。

　唾液検査による唾液の性状や口腔内の虫歯原因菌の量、歯
周ポケットの状態や歯肉からの出血について、また磨き残し
を赤く染め出してチェックします。
　各検査結果はリスクの状況に応じて0～3（最もリスクが高
い場合スコアは3）までのスコアで評価されます。本症例の
虫歯リスクと歯周病リスクは以下のような状態でした。

カリエスリスクスコアの
合計8。現在は虫歯になり
にくい環境と言える。

歯周病のリスクは低いと思わ
れるが、歯肉からの出血が9.5
％で注意が必要。

■虫歯と歯周病の検査（唾液検査と歯周基本検査）

リ
ム
ー
ブ
後
の
検
査
と
は

　
治
療
開
始
前
の
検
査
は
治
療
計

画
を
立
て
る
た
め
に
、
リ
ム
ー
ブ

後
の
検
査
は
行
わ
れ
た
治
療
を
確

認
し
患
者
さ
ん
に
治
療
の
内
容
を

理
解
し
て
頂
く
た
め
に
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
治
療
開
始
前
に
立
て
た

方
針
と
実
際
の
治
療
に
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は

治
療
上
有
利
な
変
化
だ
っ
た
の
か

不
利
な
変
化
だ
っ
た
の
か
、
治
療

開
始
前
の
予
測
と
の
違
い
は
何
が

原
因
だ
っ
た
の
か
な
ど
の
考
察
を

繰
り
返
す
事
で
治
療
技
術
の
向
上

に
繋
が
り
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
な

く
術
者
（
矯
正
歯
科
医
）
に
と
っ

て
も
重
要
な
検
査
で
す
。

■口腔内模型

●顔写真
・顔全体の撮影　倍率1/10
口元と顔全体のバランスを評価するため撮影。
・口元の撮影
前歯の位置変化による口元の形態変化確認のため、口唇閉鎖
時とリラックス時、またスマイル時の口元アップを撮影します。

　様々な角度から歯列の形態や咬合状態を確認するために口
腔内模型が必要になります。口腔内模型を用いて観察する事
により、歯の裏側（舌側）からの咬合状態の確認や上下歯列
の正確な位置関係が把握出来ます。
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